
令和３年度事業報告

Ⅰ 事業の概要
令和３年度の千歳市シルバー人材センターの事業実績は、昨年度に引き続く新型コロナウ

イルス感染症拡大による影響が懸念されましたが、請負・委任業務は微増の状況、派遣事業
は新規や需要増により前年度を上回る結果となりました。請負等の契約金額については、 公
共が対 前 年 度横 ばい、民間 企 業が 1.8%の増 、一般 家 庭が 0.6%の増、独 自 事 業が
29.4%の減、全体では 0.8%の増となりました。

国は、人生１００年時代を見据え、誰もが活躍できる「一億総活躍社会」や働き方改革
をはじめとする様々な取り組みを進め、全世代型社会保障の基盤強化を進めています。
今後においても、働く意欲と能力のある高年齢者が地域経済の担い手として一層重要となって
くることが予測されます。また、会員の入会においては、将来への不安感から年金等を補完する
収入を求める高年齢者が増えていること、コロナ禍における経済活動の停滞による就職難など、
高年齢者の就業希望が増加傾向にある中、会員拡大まで波及していない状況にあります。

令和３年度は事業計画に沿い会員の協力をいただきながら役職員一丸となって、目標の
達成に向け取り組んだところであり、継続調査の廃止やきずな会員制度の周知の徹底など退
会抑制に努めた結果、会員数は前年度に比べ２０人の増となりました。

主な事業としては、継続して企業等へ訪問による新規の就業先を開拓するとともに、派遣事
業へ積極的に取り組み、国が進める高年齢者活用・現役世代雇用サポート事業を推進し、
新型コロナウイルス感染症の拡大による影響が企業収益を圧迫する中、前年度を超える受注
を確保しました。また、派遣においても、目標の 6,５５０人日を上回る６,６６９人日となりま
した。

このほか独自事業として取り組んだ腐葉土づくりにおいては、前年度の在庫分も考慮し、延
４３人日が就業し 898 袋を製造し、指定管理事業は千歳公民館運営事業を新たに 5 年
間受託し、他の指定管理事業は継続事業として受託してまいりました。

以下、令和３年度の事業実績の概要は、次のとおりであります｡

区  分 令和３年度 令和２年度 対前年度比

登録会員数   ４７２ 人 ４５２ 人 １０４．４％

粗入会率 １．６６ ％ １．６１％ －

受注件数 １，８７５件 １，８５８件 １００．９％

就業延日人数 ３３，６８４ 人 ３３，８９４ 人 ９９．４％

就業率 ６７．６  ％ ７３．９ ％ －

受注金額 １６１，３１５千円 １６０，１０４千円 １００．８％

派遣契約金額 ３６，６１７千円 ３５，２６６千円 １０３．８％

派遣延日人数 ６，６６９ 人 ６，４５８ 人 １０３．３％



Ⅱ 事業の内容
令和３年度事業計画に基づく実施内容等は、次のとおりです｡

１ 就業機会の拡大と普及啓発について
(1) １名の就業機会創出員を中心として、会員、役職員等による就業機会の継続と新規

開拓に努めました。
(2) ３月下旬に７５名の会員により、市内の各世帯に約 3 万 9 千部のリーフレットを配付

しました｡
(3) シルバーの日（10 月 16 日）の普及啓発活動として、７名の役職員のボランティアに

より、「シルバーふれあいサロン憩い」前でリーフレット、ポケットティッシュ等を配付しました｡
(4) シルバー千歳、事務局だより、地元紙及びコミュニティビジョンを活用し、センターの組織

活動や事業活動、就業機会に関する情報提供に努めました｡
(5) センター事業に理解を深めてもらうために、シルバー事業の活動状況の紹介や会員やシ

ルバー世代の創作した作品展示、包丁研ぎ、お茶コーナー、昔の遊びなどを内容とする
シルバー展は、新型コロナウイルス感染症の拡大予防のため開催を中止しました｡

(6) 会員の入会促進については、｢会員一人が、一会員の勧誘｣を目標として、リーフレット
の配付活動などを展開したところであります｡令和３年度は、５６名の入会者を迎え
３６名の退会者となりました。

(7) 新規会員の確保については、新型コロナウイルス感染症の影響により、市役所市民課
窓口に設置されたコミュニティビジョンを活用したＰＲ、「シルバーふれあいサロン憩い」に
おける入会説明会の開催などに限定した活動となりました。

在 会 期 間 別 会 員 数 （人）

区 分 １年未満
１年以上
２年未満

２年以上
４年未満

４年以上
６年未満

６年以上
８年未満

８年以上
10 年未満

10 年以上
合 計

男 性 ４０ ３９ ８９ ３９ ３９ ２９ ６２ ３３７

女 性 １５ ２０ ２８ １３ １８ ７ ３４ １３５

合 計 ５５ ５９ １１７ ５２ ５７ ３６ ９６ ４７２

新 入 会 員 の 年 齢 別 会 員 数 （人）

区 分
60 歳未

満
60～64
歳未満

65～69
歳未満

70～74
歳未満

75～79
歳未満

80 歳
以上

合 計

男 性 ０ 5 12 １７ ４ ３ ４１

女 性 ０ 1 2 ８ ３ １ １５

合 計 ０ 6 14 ２５ ７ ４ ５６



退 会 会 員 の 年 齢 別 会 員 数 （人）

区 分
60 歳未

満
60～64
歳未満

65～69
歳未満

70～74
歳未満

75～79
歳未満

80 歳
以上

合 計

男 性 ０ ０ ３ ７ ７ １１ ２８

女 性 ０ ０ ３ １ ０ ４ ８

合 計 ０ ０ ６ ８ ７ １５ ３６

退 会 の 理 由 別 会 員 数 （人）
区

分

病

気

就

職

死

亡

転

居

希 望

仕 事

就 業 機 会家 庭

事 情

会 費 未 納加

齢

他 団 体 等

加 入

運 営

対

不 満

未 回 答

他

合

計

男 9 2 2 0 1 0 4 ０ 8 0 0 0 2 28

女 3 0 0 0 0 0 2 ０ 3 0 0 0 0 8

計 12 2 2 0 1 0 6 ０ 11 0 0 0 2 36

２ 財政基盤の安定強化等について
運営補助金、高齢者活用・現役世代雇用サポート事業補助金（国、市）を算定基
準に基づき確保しました。

３ 独自事業について
「腐葉土づくり」には 43 延人日就業し、898 袋製造し前年度の在庫分と合わせて
1,079 袋を販売しました。

４ 事故防止と安全就業について
安全就業の取り組みについては、会員の就業中や就業途上の事故を未然に防止するた
め、安全就業推進計画を策定してその推進に努めました｡

(1) 安全就業委員会の活動は、安全就業推進計画の策定や、それに基づく巡回指導では、
安全意識の高揚、安全保護具の着用、器材の適正使用の指導及び作業現場の整
理整頓について指導･助言をするとともに、事故情報を事務所に掲示するなどして、事故
の防止に努めました｡また、草刈り機等の点検整備のために事務所に整備員を配置して、
点検整備を実施しました｡

(2) 職群班会議、安全･草刈講習会において、安全推進員から安全就業の呼び掛けを行
ったほか、新入会員研修会参加者に安全就業基準を配付して、その徹底に努めるとと
もに、緊急事態に連絡を容易にするためのペア就業を引き続き施行しました｡



(3) 疾病を未然に防止するため、健康診断の受診を奨励しました。新型コロナウイルス感染
症の感染予防の観点から健康セミナーを中止しました｡

(4) 就業中における人身事故が３件、物損事故は昨年度より４件多い７件の発生があり、
全体で前年度と比べ６件の増となりました。安全に対する意識の向上に努めたところであ
りますが、事故内容を検証するとともに安全就業講習内容の強化など、再発防止に努
めてまいります。

５ 適正就業と一般労働者派遣事業の取り組みについて
(1) 適正就業の推進については、長期就業や指示命令の確認・是正に努めるとともに、

千歳市の指定管理施設における就業について、公平な就業機会の提供に努めたところ
であります｡また、就業相談担当理事を配置しながら会員の就業相談に応じた結果、
令和３年度の相談は１件ありました。今後も、相談体制の周知に努めるとともに効果
的な運営に努めてまいります｡

(2) 労働者派遣事業について、年度内においては千歳市環境整備事業協同組合を含む
15 社と派遣契約を締結し、その内新規として２社から受注しました。今後も、公益社
団法人北海道シルバー人材センター連合会の千歳市事務所として新規派遣先事業
所の開拓と適切な事業運営に努めてまいります｡

６ ボランティア活動について
地域社会に貢献するとともに、市民に親しまれるシルバー事業を目指し、会員によるボラン
ティア活動を次のとおり実施しました｡

（１）環境美化（秋のまちなかクリーン作戦：商工会議所）
① と き     10 月 30 日（土）午前 8 時 30 分～10 時 30 分

内容 中心街の清掃
参加者 会員･役職員 38 名

（２）環境美化
と き      11 月 9 日(火)
ところ  青葉公園
内容  公園清掃と落葉回収
参加者 会員・役職員 37 名

（３）福祉活動
      と き     10 月 14 日(木)
       ところ     特別養護老人ホーム 暢寿園
      内容     タオル、縫いタオルの寄贈（100 枚）
      参加者  役職員  3 名



７  職業紹介事業について
    職業紹介事業を実施しましたが、職業紹介に至りませんでした。

８ 女性部たんぽぽの会の活動について
会員相互の親睦と交流を図るための交流会を 1 回開催するなど、センターの組織活動や
事業活動への参加に努めました。

９  指定管理施設の運営管理について
当センターが指定管理者として管理運営をする千歳市共同利用施設、千歳霊園、
末広霊園及び千歳公民館について、市との協定に基づき運営管理を実施しました｡

10 就業機会創出員の活動について
     シルバー人材センター会員の就業機会を創出するため、新型コロナウイルス感染症の状

況を見極めながら市内の事業所等を訪問し、受注の確保とシルバー事業宣伝ポスター
の掲載依頼などを行いました。
令和３年度中に訪問を行った事業所数は、３２３事業所となりました。また、市営・
道営住宅を中心に会員募集チラシの配布（2,038 戸）などを行いました。

１1 関係機関との連携について
新型コロナウイルス感染症の感染が拡大する中、千歳市、北海道、公共職業安定所な
どの関係機関、全国シルバー人材センター事業協会、北海道シルバー人材センター連合
会の関係団体と連携し事業の運営に努めました｡

   

     


